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国際ロータリークラブ第２６７０地区徳島第２分区

美馬ロータリークラブ週報

２０１１年１２月１３日 火曜日 V ol.２７１

■ 例 会 出席者 ２１名（会員総数３２名） ６５．６２％

■ メーキャップ 青木博美君 外２名 修正出席率 ７５．００％

■ ゲ ス ト おいでません

■ 会 長 挨 拶 藤野 章二会長

流行語大賞とか今年の１０大ニュースとか連日の様にテレビから流れて来るこの頃にな

るといよいよ年の暮れを感じ気もそぞろとなります。

一昨日は日本漢字能力検定協会が公募の結果選ばれた今年の世相を表す漢字≪絆≫が発

表されました。未曾有の大震災に見舞われた東日本、７月台風による大水害に大ダメージ

を受けた和歌山南部の人々、家族を失い積み上げてきた土地や家屋等の物質的な財また心

の財産ともいうべき友人や想い出までも一瞬にして失い心が折れそうになる中それでも必

死に助け合い明日への希望を繋ぎ続けた心の絆そして自らの危険をも省り見ず何かできる

事があれば・・・と世界各国から一早く被災地へかけつけた多くのボランティアの人々、

心に灯りをともし、生きる希望を奪い起こし共に強く生きる事を誓いあう中で結ばれた熱

い絆、私達が忘れかけていた真に大切なモノを想い出させてくれた大惨事でもありました。

反面「心ここに在らず」政権の延命や自己保身のみを考えた心貧しい政治家の姿もあら

わになりました。いずれにしてもいろんな側面から、今年度人生で最も大切にすべきココ

ロというものを考えさせられた年はありません。一日も早い被災地の復興を願い人々が希

望を持てる輝かしい新年の訪れを祈るのみであります。

そして、我がクラブのメンバー間にもより深い絆が育まれる新年でありますよう念じて

挨拶とします。

■ 幹 事 報 告 前田豊太郎幹事

◇ 到着週報 … 脇町ＲＣ、鴨島ＲＣ

◇ 到着書類

・社会奉仕委員長あてに東日本震災の復興支援のお願い。

◇ 連絡事項

・定例理事会で、来年２月１８日のＩМは全員登録とすることが決まりました。

・ＩＭは年に１度の大切な勉強会です。出席票を回覧しておりますが、是非、全員の参

加をお願いします。

・例会終了後、臨時理事会を開催いたします。

■ 委 員 会 報 告

ありません。

■ クラブアッセンブリー（半期反省会）

☆クラブ管理運営委員会 川田勝義委員長

各委員会への目配り、気配りをしてきました。下半期は、色々と声を掛けていきます。

☆親睦活動委員会 田中義美小委員長

忘年会が事情によりできません。来年１月１０日にレストラン西岡で新年会を盛大に
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開催いたします。ご参加ください。

☆広報委員会 横内優委員長

年次大会に向けて気持ちを一つに。

☆会員維持増強委員会 戸島健治委員長

３名の会員の増強ができました。

☆職業奉仕委員会 浪越繁男小委員長

伊方原発の見学は諸般の事情で残念ながら中止となりましたが、林秀樹君のご協力に

よりホウエツ病院で職場訪問例会が開催できました。

☆社会奉仕委員会 七田義貞小委員長

美馬商業高校インターアクトクラブとの堤防清掃活動を実施しました。

☆世界社会奉仕委員会 小野一史小委員長

クラブレベルでの国際奉仕活動の推進の奨励を行いました。

☆国際奉仕委員会 秦健司小委員長

諸会員に対し国際交流を通じて理解と親睦を推進することを奨励しました。

☆新世代活動委員会 澤田篤也小委員長

ライラセミナー等の青少年育成プログラムに参加し勉強をしていきたい。

☆ロータリー財団委員会 七田義貞委員長

３月１１日の東日本震災、台風被害等の寄附金活動を実施しました。

☆米山記念奨学会委員会 戸島健治小委員長

米山奨学生の卓話等をお願いし、奨学会活動について会員に御理解いただきました。

また、２名の米山寄付功労者ができました。

☆ポール・ハリス・フェロー同好会 廣川公利会長

３名のポール・ハリス・フェロー寄付者が誕生しました。

☆総括 藤野章二会長

会員の気持ちの結びつき、絆を大切にしてください。

■ ニ コ ニ コ

青木博美君

■ 欠 席 者

石井正司君、伊良原猛君、上田佳江君、小野一史君、千葉正樹君、野々村隆君、林秀樹君、

藤田茂樹君、三好亘君、山内浩司君、吉田宥勝君

《欠席者の方は是非メーキャップをしましょう》


